
 

行方市ゼロカーボンシティ宣言 

～2050年二酸化炭素排出実質ゼロに向けて～ 

 

 気候変動問題は世界規模での対応が求められており，地球上に生きる全ての

生き物にとって避けることのできない喫緊の課題です。我が国においても，近年

は全国各地で集中豪雨や台風の巨大化等による自然災害が頻繁に発生し激甚化

が顕在となっており，私たちの生命や財産の危機，さらに，自然環境や生態系へ

の悪影響など人類の生存基盤を根本から揺るがす「気候危機」と言うべき極めて

重大かつ深刻な問題であります。 

 これら気候危機を招いた主な要因が，化石燃料から排出され続けている温室

効果ガスによるものとされ，こうした状況を踏まえ，2015 年に合意されたパリ

協定では「産業革命からの平均気温上昇の幅を２℃未満とし，1.5℃に抑えるよ

う努力する」との目標が国際的に広く共有されました。 

 さらに，2018年に公表された IPCC(国連の気候変動に関する政府間パネル)の

特別報告書では，この目標の達成には「2050 年までに二酸化炭素の実質排出量

をゼロにすることが必要」であると報告されています。 

 国においては，この目標達成に向けて，とりわけ，自治体での取り組みの重要

性の期待を表明するとともに，自治体に対して，2050 年までに二酸化炭素排出

量の実質ゼロへの参画が促されたところです。 

 これらの状況を踏まえ，本市では，令和３年度に「行方市環境基本計画」を改

定するとともに，新たに「行方市地域気候変動適応計画」及び「行方市地球温暖

化対策実行計画(事務事業編)」を策定，さらに，令和５年度には「行方市地球温

暖化対策実行計画(区域施策編)」を策定し，今般「行方市再生可能エネルギービ

ジョン」を策定するに至りました。 

 これら各種行動計画において「カーボンニュートラル」を達成可能とした具体

的な方策を盛り込むことが出来たことから，これまで以上に行政・事業者・市民

等が一体となって，この世界共通の脱炭素社会の実現目標の達成に向けた取り

組みを加速させるため，ここに「ゼロカーボンシティ」を目指すことを宣言いた

します。 


